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ルッカからフィレンツェ経由でアッシジに来ました。アッシジはトスカーナ州を通り過ぎてウンブリ

ア州のペルージャ県にある人口 27000人の街です。フィレンツェから 2時間半のところですから、

ミラノからでは、フィレンツェまでユーロスターを使っても 4 時間半はかかってしまいます。従っ

て、ここまで来ると、日の長い夏でも日帰りはかなりきつくなります。アッシジは、イタリアの第 2

聖人である聖フランチェスコの生誕の地で、サン・フランチェスコ聖堂を初めとする歴史的な建物と

美しい街並みは、2000年に世界遺産に登録されています。ちなみに、イタリアの第 1聖人はシエナ

の聖カテリナです。従って、アッシジとシエナ、この 2 つの美しい世界遺産の街はイタリア人にと

っても特別な街なのかもしれません。 

 

アッシジは、この周辺の街と同様に非常に古い街です。紀元前 1000年にアドリア海を越えてやって

来た移民によってこの街が築かれ、紀元前 450 年にはエトルリア人によって支配され、紀元前 295

年からローマの支配下に入ります。紀元前 89年にはローマ帝国の自治都市として認められて、ミネ

ルヴァ神殿などの建物が建てられました。西ローマ帝国滅亡後はロンゴバルド族に侵略されてスポレ

ート公国に取り込まれますが、11 世紀には独立して皇帝派として教皇派のペルージャとの戦いが始

まります。聖フランチェスコがペルージャとの戦いで捕虜になり、熱病にかかって宗教心に目覚めた

のはこの頃です。ペルージャとの戦いに敗れ、13 世紀にはローマ教皇領となりましたが、この時代

に街は更に拡張されて、ローマ時代の城壁を更に拡張して街は城壁に囲まれることになります。サ

ン・フランチェスコ大聖堂、サンタ・キアーラ聖堂及びロッカ・マッジョーレもこの時代に建造又は

再建されています。14世紀にペストの流行で街は一時期衰退しますが、15世紀には、ローマ教皇領

として再び繁栄し、17,8世紀までこの繁栄は続きます。19世紀初頭にサン・フランチェスコ大聖堂

の地下に聖フランチェスコの納骨堂が発見され、20 世紀中旬には歴史保全地域に指定されました。

サン・フランチェスコ大聖堂は 1997年の大地震で大きな被害を受けてしまったのですが、多大な努

力により、2年後にサン・フランチェスコ大聖堂を復活させて、今日に至っています。従って、アッ

シジは 3000年の歴史のある街なのです。 

 

出足で 2 時間遅れたこの旅行は、鉄道アッシジ駅からバスに乗って丘の上のアッシジの街に到着し

たのが夜の 8 時半過ぎとなっていました。到着時はまだ明るかったのですが、ロッカ・マッジョー

レ近くのホテルまで歩く途中で軽い食事をとっていると、ホテルに着いたころ（9時半を過ぎていま

した）はすっかり暗くなっていました。それでも、この街の素晴らしさを感じないわけがありません。

夕方と夜にかけての時間に一人で感動しながら街中を歩いていたのです。とにかく、城壁に囲まれた

この街は、住居も含め全ての建物が石造りの中世以前のものなのです。この時間の一人歩きは、正に、

タイムトリップをして中世に迷い込んだ状態を感じていたわけです。おまけに、（残念ながら）携帯

のバッテリーが完全にゼロになっていて写真を撮ることも出来ませんでしたので、本当に中世の人そ

のものになったような感じさえ抱いていました。 

ホテルにチェックインすると、この日の長旅の疲れもあって直ぐに夢の中に引き込まれました。次の

朝は 6時前に目を覚まし、6時過ぎに昨夜感じた感動を求めて朝の散策に出て行きました。ホテルの

朝食時間は 8 時からですのでそれまで 2 時間もあります。もちろん、深い睡眠で体も携帯のバッテ

リーもフルに充電完了しています。 



アッシジの街は丘の上にあるのですが、その一番高いところにロッカ・マッジョーレがあります。ホ

テルから出て直ぐに、朝日のあたるロッカ・マッジョーレが目に入り、昨夜感じた感動以上のものが

直ぐに湧きあがってきました。この街は聖フランチェスコの街だけではなかったのです。 

 

 

ホテルの傍の高台からロッカと周りの美しい景色を眺めて、アッシジの街中に入ると、朝の街並みは、

人も少なく静かで、そして、花で飾られていてとってもきれいでした。ホテル近くにあるローマ時代

の円形闘技場の跡も、今はきれいな住宅地です。行きかう人は数少ないのですが、ほとんどがお年寄

りで、それも、朝早くから街を掃除しているのです。なんて良い街なのだろうとまた感動です。 

 

 

 

その先には、アッシジのドゥオモ（サン・ルフィーノ教会）があります。ドゥオモといってもアッシ



ジでは第 3 の教会の地位でしかありません。それでも落ち着いたたたずまいは感動を呼び起こされ

ます。ここは、12 世紀中旬に建てられて、聖フランチェスコと聖キアーラの洗礼を行った教会なの

です。朝の 6 時半にはまだ閉まっていたので、内部の写真は朝食後に再訪したときのものです。教

会内の床の一部がガラス張りになっていて、ローマ時代のバシリカの遺跡を見ることが出来ます。 

 

 

 

続いてサンタ・キアーラ聖堂に向かいました。13世紀中旬に建てられた典型的なゴシック建築です。

この聖堂の前の広場からの眺めも最高です。 

 

 

キアーラは若く美しい女性だったとのこと。聖フランチェスコを師と仰ぎ宗教の道に入って、クララ

会修道院を開いたのです。もったいないですよね。クララとはキアーラのドイツ語読みだそうです。



クララと読むと修道女に相応しく感じてしまいますが、キアーラだと若くて美しい女性を感じます。

この聖キアーラの亡骸がこの聖堂のクリプトに納められています。この教会は朝の 6 時半から開い

ていますが、この時間には、教会内部に観光客は一人もいません。聖堂内で遭った修道女に朝の挨拶

をしながら一人で教会内を見学しました。地下の礼拝堂の聖キアーラの墓でも一人きりでしので、墓

の中から聖キアーラが出てきて話しかけるのではないかと期待してしまうほどでした。 

 

 

続いて、街の中心部のコミューネ広場に行きました。ここには、紀元前 1 世紀に建てられたミネル

ヴァ神殿があります。16世紀中旬に改築され、今ではサンタ・マリア・ソプラ・ミネルヴァ教会となっ

ています。正面のコリント式の列柱は紀元前のものとは思えないほどしっかりとしています。青空に向か

って伸びている中世の鐘楼とこの紀元前の建物がマッチしていてとてもきれいでした。ここも朝早くは開

いていません。従って、朝食後に再訪したのですが、内部は豪華な装飾で、ちょっとがっかりです。 

 

 

朝の散歩の最終地点は、街中からも朝日を浴びながら金色に輝いて見えていたロッカ・マッジョーレの丘

に登ることとしました。ここまで、ひんやりとした朝の空気の中で、汗もかかなかったのですが、丘を登

り始めると汗が吹き出してきました。それでも、足は軽くロッカ・マッジョーレに到着です。ここまで登

ると、アッシジの街がよく見えます。朝霧で多少は霞んでいますが素晴らしい眺めです。朝食後に行くつ

もりのサン・フランチェスコ大聖堂も眼下に見えるのです。もちろん、その先の丘陵地帯の景色も最高で

す。午前 10時過ぎると、この 13世紀に再建されたロッカの中に入ることが出来ます（2ユーロ）が、そ

んな遅い時間では、今見ている早朝の景色より良いはずがないと勝手に思い込んで、後で、ここに戻る気

にはなりませんでした。本当に、早朝の散歩は、一文の得どころではありませんでした。 



 

 

 

ホテルに戻り、朝食をとってチェックアウトすると、早朝の散歩で見ることが出来なかったいくつかの教

会内部を見ながら、サン・フランチェスコ大聖堂に向かいました。コミューネ広場から真っ直ぐに進むと、

ついに、サン・フランチェスコ大聖堂が見えてきました。この街は聖フランチェスコだけの街ではないと

は言ったものの、この大聖堂を見ると、やはり、この街は聖フランチェスコの街だったのだと感じざるを

得ません。しかし、地震で破壊した 13世紀初頭の大きな建物を 2年で再建したのは凄いことです。それ

も、崩れ落ちたフレスコ画が描かれた壁の断片を、ジグソーパズルのように組み合わせて復活させたので

しょうから。２年の再建は奇跡的なことだったのかもしれません。さすがに、聖フランチェスコです。こ

の街ではキリストやマリア様以上なのでしょうね。 

 

 



有名なジョット（とその弟子）の聖フランチェスコの生涯を描いた絵は、さすがに素晴らしく、世界

遺産とはこういうものなのだと実感しました。オルタ・サンジュリオのサクロ・モンテにある 20の

礼拝堂は、この絵を参考に作られたと聞いています。特に、「小鳥に説教するアッシジの聖フランチェ

スコ」が素晴らしい。主体性がないと言われそうですが、やはり、皆が良いというものが良いのです。残

念ながら、大聖堂の内部は撮影禁止です。でも、絵葉書を買ってきました。それに、聖堂の中で配ってい

たこの絵の写真カードもちゃんと貰ってきました。ここに来ると、観光客がめっきり増えました。 

      

 

この大聖堂は 2階層になっていて、上の層（1階）にジョットの絵が飾られている大聖堂があり下の

層が大きな礼拝堂となっています。この礼拝堂では日曜日のミサが行われていました。もちろん、礼

拝堂も撮影禁止です。この礼拝堂の地下に聖フランチェスコの墓があります。ここへは巡礼者と観光

客がいっぱい向かっていますので、その人たちについて行くと自然にたどり着いてしまいます。人の

波が途絶えることはなく、一人きりで静寂に包まれていた聖キアーラの墓とかなり違います。お墓の

周りは暗いのですが、それを良いことに、何人もの不届きな観光客が写真を撮っていましたが誰も注

意はしません。そこで、不届きものの仲間入りをしてこっそりと写真を撮ってしまいました（でも、

安物の携帯カメラでは暗くて良く写っていませんでした）。もちろん、絵葉書は買ってきました。 

 

 

人が多くて、嵐のようだったサン・フランチェスコ大聖堂の観光が終わると、もう、アッシジと聖フ

ランチェスコが喉もとまで詰まってしまった感じです。これ以上観光すると消化不良を起こしそうで

す。それに早朝と違って観光客が非常に多くなって、真っ直ぐに歩くのも大変な状況になってきまし

た。駅に向かうバス停近くの教会、サン・ピエトロ教会をちょっと覗いて、バスに乗ってアッシジの



駅に向かうこととしました。 

 

 

駅近くには 16,７世紀に建てられたサンタ・マリア・デリ・アンジェリ聖堂があります。ここは、1226

年に聖フランチェスコが亡くなった場所だそうです。もう、喉もとまでいっぱいですので、駅からチ

ラッと見えただけで満足してしまいました。駅は、アッシジの街のある丘の下に位置していますので、

こちらから見るアッシジの街もとてもきれいです。 

 

 

アッシジの鉄道駅から丘の上にあるアッシジの街のサン・ピエトロ教会広場まで 30分おきにバスが

出ています。かなりの登り道ですが所要時間は 10分足らずです。戻りは日曜日でしたが、やはりバ

スは 30分間隔でした。さすがに世界遺産の観光地だけあって、観光客に優しいのです。料金も 1ユ

ーロと良心的ですが、車内で購入すると 1.5ユーロとなります（アッシジに来たときはタバッキが既

に閉まっていた時間でしたので車内にてチケットを購入しました）。 

但し、アッシジからフィレンツェまでの列車は 2時間間隔ですので、フィレンツェに行くなら 30分

間隔のバスでもあまり意味がありません。列車の時間に合わせて、バス停でバスの時刻表を確認して

おくことが必要です。 

 

今回はフィレンツェ行きの列車の途中にあるアレッツォで途中下車しました。アッシジからアレッツ

ォまでは 1時間半で 6.2ユーロです。フィレンツェまでなら 2時間半で 14.2ユーロとなります。 

 


